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災文ii『内システム CTe X) 

業務掛西 和彦

中島聖勝

研究開発部村田正幸

TeXは数式を含む英文をきれいに印崩するためのシステムであり、スタンフォ

ード大学のDonald E. Knuthによって 1877年に開発さた。 Knu

L hはl'.I分の執喩した印崩物のでき具合が気にいらないため、計算機を使って樅足

のいく印崩システムを作ろうと息ったのが事の始まりであると言われています。

今lfiJ、当センターのi¥COS-6に泣入されたTeX(V2.9,Washington大学版）

は'j淋も既‘畠’で打心の文字サイズ指定や数式編集にも俊れています。

1. 操作概災

ソースファイルの作成

TeXコンパイラーの起動

TeXドライバの起動

結果のプリンタ出力

操作コマンド

SEDIT, NEDIT, EDIT 

MIEDIT,AUTOX,AUTO 

TEX 

TEXD 

$TEXPRINT($TEXP) 

資料
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2. TeXの使用i去

TeXの使用法はTheTeXbookChapter s: Running TeXにのべられています

が、ここではACOS-8の操作概要を主に示しています。

2. 1 TeX言語ソースファイルの作成

各種のエディタやAUTOコマンドを使って、 Te

（以下 ソースファイルという）を作成する。

（例）

% Example 1 : A Sample Document 

'l:nopagenumbers Yhsize=14cm¥vsize=20cm 

ースファイル

¥def¥ds{Ydisplaystyle} 

¥font¥1g=cmr12¥font¥bg=cmr17¥font¥hg=cmr10 scaled 2074 

Yfont¥sm=cmr7¥font¥tn=cmr5 

¥center I ine{Ybg A Sample Document}¥vskip 3mm 

$$¥tan 2n¥theta={Yds¥sum_{r=O}-{n-1}(-1)-r{2n¥choose2r+l} 

¥tan -{2r+1}¥theta¥over 

¥ds¥sum_{r=O}-n(-1)-r{2n¥choose2r} 

¥tan-{2r}¥theta}.$$ 

¥bye 

ソースファイルを作る場合、ライン番号を付けないように注意する。

ファイルをセープするときのファイル名は 12桁以内の英数および".,,、

“ー”であるが、その内の最後から4桁が".TEX"と固定(????.TEX)になっ

ている。
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2. 2 Tc Xコンパイラの起動

ログインしてTeXを起動する。

*TEX 

This is TeX, C Version 2.9 (no format preloaded) 

** ~EしMN ソースファイル名

"**"が表示された後に "&PLAIN"を指定し、 1つ空白をおいてソースファ

イル名を指定する。また、ここで指定するソースファイル名は".TEX"を省

略して指定できる。実行するとTeXは次のようなメッセージを表示する。

(/TF.X-D/F.X-E.tex [1] ． ． ． ① 

output written on /TEX-0/EX-E.dvi (1 page, 212 bites). ... ② 

transcript written on /TEX-D/EX-E. log. 

＊ 

※ 上記のソースファイルは/TEX-Dというカタログの下にEX-E.TEXというファ

イル名でTeXのソースファイルが入っている例である。

① TeXがEX-E.TEXのファイルを読みはじめると"(/TEX-D/EX-E. TEX "をタ

イプする。そして "[lJ"は1ページ終わったことを意味する。

② "EX玉 DYi"と呼ぶファイルを自動生成し表示する。このファイルは後に説

IIJ]するToXドライバで川いる。

W:) ソースファイル名の指定で、間違ったファイル名を指定した場合、 TeXよ

り正しいファイル名が求められます。このとき割り込み（プレークキー）を

しても動作せず引き続き正しいファイル名が求められます。当而の回避策と

して他のソースファイル名を指定し、 "?" (プロンプト）が表示された時

、点で "X" (大文字でも小文字でも可）を入力します。これによりTeXは終

了します。なお、このバグに対する修正は64年4月ごろ予定しています。

3. TeXドライバ

TeXドライバ（以下 ドライバという）は先に説明したTeXコンパイラ
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の作成したDVIファイル（例ではEX-E.DVI)を入力、解釈し、ページプリンタ

に出力できる形式に変換した後、指定した出カファイルまたはSYSOUT経由でペ

ージプリンタに出力する機能をもっている。

3. 1 ドライバの起動

ドライバを起動するときは、 SYSTEMレペルまたはビルドモードで次のコマ

ンドを入力する。

＊四

3. 2 パラメータ

ドライバに指示するいろいろなオプションは会話的に指定を行う。

ドライバが実行されると以下の問答がある。

INPUT FILE :SAMP 

OUTPUT FILE :OUTFILE 

—① 入カファイル(DVI〉ファイル名を指定する。

② 出力先ファイル名を指定する。

Default setting is: @ 各オプションパラメータの既定値を表示する。

PAGE = ALL T 出力対象ページはすべて行う。
PAPER = A4/PORTRAIT I 用紙はA4/縦方向。

POSITION = CENTER 

CLIP = NO 

LIST = NO 

Is it OK? Y(ES)/N(O〉:N

PAGE 

PAPER :/L 

POSITION 

MAGNIFICATION : 

CLIP 

LIST :YES 

大阪大学大型計算機センターニュース

印字位慨は用紙の中央。

拡大率は変更しない。

印字が用紙範囲以外のときはエラーとする。

フォント情報は出力しない。

-—④ 以上の省略値を変更しない場合は "VES"ま

たはCR(キtリッジリクーン）のみ、変更する場合は

"NO"と指定する。
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④で "N(O)"と指定すると、それぞれのオプションパラメータについての問い

合わせがある。

PAGE 

PAPER 

POSITION 

MAGNirCATION : 

Cl、IP

l、!ST

lH力すべきページと部数を指定する。

Jll紙の大きさと向きを指定する。

印字位骰を指定する。

木来定砥されている拡大率を変更する。

ページプリンタがJI]紙からはみ出すときの処理を指示する。

使JI]するフォントの情報を出力するかどうかを指示する。

これらのパラメータの指定方法と意味は、以下に示すとおりで、何も値を入力

しないと既定イjl]がとられる。

3. 3 バラメータの指定方法

INPUT FIIE 

入カファイルとなるDVIファイル名を指定する。ファイルは‘‘…...DYi"と

いう名前である必要があるが、最後の ".DYi"の指定は省略できる。

OUTPUT FIIE 

印字イメージの出カファイル名（パーマネントファイル）を指定する。

なお、出カファイル名のかわりに"$"を指定するとデマンドファイルヘ出

力されます。

"$"を指定した場合、出力結果（リスト）を連絡所へを送付することがこ

できないので、出カファイルヘ出力後、 4で説明する$TEXPRINTコマンドでン

「MAIL」の指定を行い、出力するようにして下さい。
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出力先として"$"を指定すると最後に IDENTの質問があり

!DENT ? 

A4サイズの出力は",,,,JPA4"をB4サイズの出力は",,,,JPB4"と指定す

る。

5
 

／
 
（
 

—-—-— 

n
 
n
 
nn--両
ALL

―
―
―
―
―
 

．．
 E
 
G
 
PA 

DVIファイルから出力すべきページ（開始： mm, 終了： n n)と部数

(C C)を指定する。

nn : ページnnのみ出力する。

mm-nn: ページmmからnnま出力する。

mm- : ページmm以降最後まで出力する。

-nn : 先頭からページnnまで出力する。

ALL : すべてのページを出力する。

mm;:§;nnでなければならない。省略時は "ALL"と部数1が指定されたと

みなす。また、 Mmm,nn,ccはそれぞれ8桁以内の整数でなければならない。

実際のページ数の範囲以外の部分は無視される。

PAPER: (pp)(/xxxxxx) 

用紙の大きさと向きを指定する。サイズはA4相当とB4相当が使用できる。

ただし、いずれも連続帳表である。

pp : 用紙の大きさを "A4" たは "B4"と指定する。

xxxxxx : 縦方向のとき "PORTRAIT"あるいは "P", 横長方向のときは

"LANDSCAPE" あるいは "L" と指定する。

省略時は "A4/PORTRAIT" が取られる。
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POSITION : xx(/mm(/nn)) 

印字位置を指定する。

xx : 次の 1文字または2文字の組み合わせで指定する。

"C" : 上下、あるいは左右の空きを同じにする。

"I、" : 1r. に寄せる。 "R" : 右に寄せる。

"U" : 上に得せる。 "D" : 下に寄せる。

このうち糾み合わせ可能なものと、その意味は次表のとおり。

指定 意 味 指定 意 味

CI、左寄せで、上下は均等 LU 左上に寄せる

CR 右寄せで、上下は均等 LD 左下に寄せる

cu 上得せで、左右は均等 RU 右上に寄せる
CD 下各fせで、左右は均等 RD 右下に寄せる

これ以外の組み合わせはエラーとなり、また、 2文字の順番は任意。

mm : 第1文字で指定した側のオフセット値（空白のサイズ）をmm(封）

で指定する。第1文字目が "C" のときは意味を持たない。

nn : 第2文字で指定した側のオフセット値をmm(祠）で指定する。

第2文字目が "C" のときは意味を持たない。

このパラメータを省略したときは "C" (上下左右の空を均等にする）が指定

されたものとみなす。またmmあるいはnnが省略されたときは 0が指定されたもの

とみなす。 mm,nnはそれぞれ4桁以内の整数でなければならない（値はページの

間以内）。
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MAGNIFICATION : n 

本来定義されている拡大率を変更する。

n : 新しい拡大率を次の番号または "H"で指定する。

指定値 拡大率 指定値 拡大率

゜
1. 0 0 0 3 1. 7 2 8 

H 1. 0 9 5 4 2. 0 7 4 

1 1. 2 0 0 5 2. 4 8 8 

2 1. 4 4 0 

この指定がないと拡大率の変更は行わない。

CLIP : { YESまたはY

NOまたはN

印字イメージ作成処理において、ページが用紙からはみだすときの処理を

指示する。

YES,Y: はみだす部分を無視して処理を継続する。

NO, N: はみだしたとき、 TX114からTX116のいずれかのエラーが報告

され処理は打ち切られる。

この指定がないときは "NO"が指定されたとみなす。

Lisr:{ 
YESまたはY

NOまたはN
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ドライパのレボート出力を制御する。エラーメッセージはいずれの指定でも

も/ll力される。

YES,Y : DVI情報、使用フォントー豆を出力する。

NO, N : DVI情報のみ出力する。

この指定がないときは、 "NO"とみなす。

以上の応答の後

** TeXドライバは正幣終了しました ＊＊ 
または

** TEX DRIVER WAS NORMAL TERMINATION ** 

が表示されドライバは終了する。

（注） ドライパの出カファイル名として、クイックアクセスファイル（カタログ

下でないファイル）を指定するときは、ファイル名の先頭に"/" (スラッ

シュ）を必ず付けて下さい。なお、指定がない場合は出カファイルがオープ

ンできないというエラーメッセージが表示されます。

II. $TEXPR I NT ($TEXP)コマンドについて

$TEXPRINTコマンドはソースファイルおよびドライバより生成された出カフ

ァイルをページプリンタに出力するために開発されたコマンドである。

fl. t $TEXPの起動

*$TEXPファイル名；ファイル名……

（注） コマンドの入力で先眼の"$"を忘れないように。 "$"はセンター開発

コマンドに指定するもので、もし付け忘れるとTeXが起動されてしまう。

実行すると$TEXPコマンドは次のようなメッセージを表示。

PAPER SIZE (MOR B4)? 
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出力するペーパーサイズを "A4"または "B4"で指定する。

SEND BY MAIL(YES OR NO)? 

出カリストを郵送する場合は "YES" を、その他の場合は "NO"を指定す

る。 （大阪大学吹田地区の利用者は "NO"にすること。）

SNUMB# 1234T 

$TEXPコマンドが、指定したファイルをプリンタに出力するためのバ

ッチジョプを起動する。

5. 注意制限事項

(1) ファイル名は最大12文字までで、 8文字以上のファイルは代替名を

用いてアクセスするため、 TeXを起動する前にはREMOCREARFILESコ

マンドを実行しておく。

(2) TeXの出カファイルはすべてパーマネントファイルなので、 .DVIや

.LOGは対応する入カファイルのカタログ下に作られるが、その他のファ

イルはUMCの直下に作られる。

(3) TeXのコマンドやコントロールシーケンスはすべて小文字なので、

小文字が入力できる端末で利用する。

(4) バックスラッシュは"¥"文字をもって表現する。

(5) 入カファイルは 1ライン最大200文字（英数字）で、他計算機で作

成したファイルを入力するときは、改行コードHEX(OD)があれば取るこ

と。
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6. サンプルデータについて

TeXのサンプルデータとして、下記のソースファイルが用意されているの

で、リードパーミッションを付けて各自のファイルにコビー後、一連の操作を

試みて下さい。

G. 1 CENTER/TEX/SAMPLE-Aの出力例

A quick brown fox juIJ?.pS over the lazy dog. 
A quick brown fox jumps over the lazy dog. 
A quick brown fox jumps over the lazy dog. 
A quick bro日nfox jumps over the lazy dog. 
A quick brown fox jumps over the lazy dog. 
A quick brown fox jumps over the lazy dog. 
A quick brown fox jumps over the lazy dog. 
A quick brown fox jumps over the lazy dog. 
A QUICK BROWN FOX JUMPS OVER THE LAZY DOG. 

A quick恥 wnfox jumps over t如lazydog. 
A quick brown fox jumps over the lazy dog. 
A quick bro'fln fox jumps over the lazy dog. 
A quick brown fox jumps over the lazy dog. 
A quick b『ownfox jumps over the lazy dog. 

A quick brown fox jumps over the lazy dog. 
A quick brown fox jumps over the lazy dog. 

A QUICK BR.OWi FOX JUMPS OVER. THE LAZY DOG. 

A qttick brown foぉjttmpsou釘 thelazy dog. 
A quick brown fox jumps over the lazy dog. 
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8. 3 CENTER/TEX/SAMPLE-Cの出力例

tan2雌＝位—1}'(,::,)tan公+> 0 
竺1rG:) tan公。
1 2⑫ + b --jb2 -4ac 

if b2 > 4ac, 

f ax2 ::x+ c = 
戸log[2ax+b+~
vp=tanニ Iif b2 < 4ac, 
2ax十b

otherwise. 

m 

LJ(An UBn) 
n=l 

H = D(A)+ D(A) + 4>(q) : だ (s)→戸(s),

(Hu)(ぉ，0)= j H(x; 旋， 1t1f21r)eーl(<~lx>+<哨＞）（乃）（い）dtd1r 
Rn,1+1 

. n 

H(x;tふ）=I枡＋；区 Fぃ(x)0'h1+ <f>(x) 
k,l=l 

Status Inputs 
CPU Cycle Comm皿 dS2 S1 so 

゜゜゜
Interupt Aclrnowledge INTA 

゜゜
1 Read I/0 Port IORC 

゜
1 

゜
Write 1/0 Port IOWC,AIOWC 

゜
1 1 Halt None 

1 

゜゜
Instruction Fetch MRDC 

1 

゜
1 Read Memory MRDC 

1 1 

゜
Write Memory MWTC,AWTC 

1 1 1 Passive None 

大阪大学大型計算機センターニュース -77 - Vol. 18 No.4 1989-4 



6. 4 CENTER/TEX/SAMPLE-Dの出力例

A Sample Document 

This document demonstrates many functions of窮X.Characters are proportionally 

spaced and some combinations of letters such as f and i are automatically changed into a 

ligature like fi. 
'Opening'and "closing" quotation marks are distinguished. Hyphens (hy-phen), en-

dashes (pp. 15-20), em-dashes (吐~-An Introduction) and minus signs (-) are also dist-

inguished. Even the exotic charactes including a, :13 and 1r can be used. 
駆 hasa variety of font styles like italic, slanted,bold extended and typei.ri ter. 

You can use larger,big and huge letters; you can also use smaller and•••Y letters. 
駆 isespecially good at typesettrng mathematical formulas: from a very simple for-

mu.la a + b to a quite complicated: 

”ー1
I:(-1)7 (2n tan27+1 0 

tan 2n0~ •=• • 2'+ ,) 

区1)7G:) tan27 0 
駆 hasfacilitites for tabulation. Following is the final score for the 1979 National 

League B邸 eball(Eastern Division). 

w L Pct 
Pittsburgh Pirates 98 64 .605・ 

Montreal Expos 95 65 .594 

St. Louis Cardinals 86 76 .531 

Philadelphia Phillies 84 78 .519 

Chicago Cubs 80 82 .494 

New York Mets 63 99 .389 

By combinig the tabulation facility with formulas, we get a matrix 

1 Ax Av 1 
area of triangle ABC= 2・Bx 均 1, 

Cx ら 1

or cl邸 sifi.cationinto c邸 es

J正 ::x+c= 
1 2ax + b --.jb2 —4ac 
log 

yb2 -4ac 2ax 十 b+-./炉— 4ac
2 2ax十b
arctan 

-./4ac -b2 -./4ac -b2 

if b2 > 4ac, 

if b2 < 4ac, 

-2 

2ax+ b 
otherwise. 
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G. 5 CENTER/TEX/Si¥MPLE-Eの出力例

゜
L p 

0 i Oc , £i  ) 0 

II ¢
 

_
＿
＿
＿
_
＿
-
〉

炒

ー
ー
↓

£
l
l

0―― Oc―パわニー R1い v(-d)---+〇
le冷 'Y-1

R1 f*(切 (-iM))R'Yー1

1 

゜

7. エラーメッセージ

7. 1 エラーメッセージの形式

TXnnn xメッセージ本文

nnn: :,: ラ一番号・

001 ,..__, 000 : オプションチック等の前処理で検出されたエラー

X : エラーの致命度

E : 致命的なエラー。処理は打ち切られる。

w :'. 汗告メッセージ。エラーを無視して処理する。

なお、エラーに対するIIELP機能はない。
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7. 2 パラメータチェックで検出されるエラー

Iテ＃ 致命度 メッセージと意味

ILLEGAL OPT ION 

001 E 不正なオプションが指定された。

WRONG PARAMETER XXXXXX 

002 E パラメータxxxxxxの値の指定形式が不正。

BAD# OF COPIES 

003 E 部数の指定が不正。部数の範囲は 1-99まで。

BAD POSITION PRA~1ETER 

004 E 印字位置が不正。指定で許されない組み合わせ(LRやUD)などか

またはオフセット値が不正（ページ外）。

INVALID MAGNIFICATION 

005 E 拡大率変更の指定値が誤っている。

指定値が0-5の数値またはHではない。

7. 3 実行時に検出されるエラー

表中［．．．］ は次のようなエラーの発生原因を示している。

。 ファイルのアロケートやオープンエラー (DVI,PXLまたはOUT(出力

ファイル））。

。 問題がファイル内にあるときは、 (DVIまたは PXL)。

。 ドライバの諸元を越えた場合 (Spec)。

0 ユーザの指定どうり実行したところ、矛盾 0結果不正になった(Conf)。

。 その他、システムの状態やタイミング（負荷や資源）による影響で発

生するエラー (SYS)
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Iう一＃

101 

102 

103 

104 

ファイルのエラーは以下のような原因が考えられる。

[DV Iファイル］

。 DVIファイルでないファイル。

• DVIファイルフォーマットの既定バージョンが2でない。

• TeXテキストに誤りがあり、不正なDVIファイルが作られた。

。 TeXコンパイラの誤りによって不正なDVIファイルが作られた。

[PX Lファイル］

。 PXLファイルでないファイル。

• 既定の解像度 (24.0DPI)に合ったファイルでない。

• TeXテキストに誤りがあり、不正なDVIファイルが作成された。

• METAFONTまたはGf―>PXL変換ユーティリティの誤りによって不正な
PX!、ファイルが作られた。

[DV IファイルおよびPXLファイルに共通］

• 一部のデータが壊れている。

。 物即的なデータエラーや装悶エラー。

致命度 メッセージと意味

CAN'T OPEN fff [DVI ,PXL,OUT] 

E ファイルがないか、またはアロケートやオープン処理でエラー

が発生。 fffはDVl,PXL,OUT

C/¥N'T CREATE IりORKFILE [SYS] 

E 作業に必要な作業ファイルが確保できない。

WRONG DVI FILE [DVI] 

E DVIファイルが pre命令で始まっていない。

VIORNG YERS ION OF DY I OUTPUT FOR TH IS PROGRAM [DVI] 

E DYiファイルのバージョンは2でなければならない。
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Iラ咄 致命度 メッセージと意味

EOF FOUND IN DVI FILE. BUT THE SENTINEL CAN NOT [DVI] 

105 E DVIデータの終わりを示す標識がでてこない。

POSTAMBLE DOESN'T BEGIN WITH POST [DVI] 

108 E ポストアンプルが post命令で始まっていない。

POSTAMBLE DOESN'T MATCH PREAMBLE [DVI] 

107 E プリアンプルとポストアンプルの整合がとれていない。

TOO DEEP STACK USED [Spec] 

108 E 使用されるスタックは100レペル以内でなければならない。

WRONG MAGNIFICATION: nnn. ASSUME 1000 [DVI] 

109 w 拡大率は1000,1095, 1200, 1440, 1728,2074,2488,2986のいずれ
かでなければならない。

NON-FNTDEF CMND FOUND IN POSTAMBLE [DVI] 

110 w 使用するフォント名を示す情報が存在しない。

FONT AREA OVERFLOWS [Spec] 

111 E フォントデータの合計値は最大1Mバイトである。

FONT FILE ffffff IS MISSING [PXL] 

112 E フォント ffffffのファイルがない。

TOO MANY FONTS [Spec] 

113 E 同時に使用できるフォントは最大64種類である。
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Iう-# 致命度 メッセージと意味

E TOO T/¥LL P/¥GE [Conf] 

114 01:) ページの縦のサイズが用紙より大きい。

E TOO WIDE PAGE [Conf] 

115 Gt) ページの横のサイズが用紙より大きい。

PAGE OVERFLOWED [Conf] 

l lG E ページサイズは用紙より小さいが、印字位置移動の結果用紙か

（注） らはみ出した。

CAN'T DO SETn [Spec] 

201 w SETn命令はサポートされていない。

C/¥N'T DO PUTn [Spec] 

202 w PUTn命令はサボートされていない。

SPECIAL COMM/IND IS NOT IMPLEMENTED [Spec] 

203 w SPECIAL命令はサポートされていない。

UNKNOWN OP-CODE: nnn [Spec] 

204 w 認識できない命令 nnnがある。

STACK NOT EMPTY AT EOP [DYi] 

205 w popの回数が pushの回数より少ない。

MORE PUSIIES TIIAN WERE PROMISED [DVI] 

208 w ボストアンプルに最大スタック数が宣言されているが、実際の
DVI命令でそれ以上スタックされた。
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Iラ寸t致命度 メッセージと意味

MORE POPS THAN PUSHES [DVI] 

207 w popの回数が pushの回数より多い。

FNTNUM TO NON-EXISTENT FONT : nnnn 

208 w 定義されていないフォント番号 nnnが発見された。

CAN'T HAPPEN: PRE ENCOUNTERED [DVI] 

209 w bop ,__, eopの間に pre命令があってはならない。

CAN'T HAPPEN: POST ENCOUNTERED [DVI] 

210 w bop ,.._, eopの間に post命令があってはならない。

CAN'T HAPPEN: POSTPOST ENCOUNTERED [DVI] 

211 w bop ,.__, eopの間に postpost命令があってはならない。

注 エラー 114-116が検出されると以降の印字イメージの作成処理は行わ

ないが、 OPTION=CL IPが指定されているときは用紙からはみ出す部分を無視し

て処理を続ける。このときは同メッセージの致命度はWとなる。

この他にファイル管理(FMS)やUFASからのエラーメッセージが出力される場

合もある。
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